




 

目的 

 血小板ガラスビーズ停滞率(以下 P1;GBR)の検査法には種々の方法があるが,従来,広く

用いられているSalzman変法(以下S法)では正常値の範囲が大きく,先天性血小板機能異常

症や von Willebrand's disease(以下 vWd)の診断を行う場合には問題があった。今回われ

われは Bowie 法(以下 B法)につき正常者およびvWd患者について検討を行い良好な成績を

得たので報告する。 


